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９月の主な活動

６
円
up
の
689
円
に

　
全
国
最
低
八
〇
〇
円
、
全
国
平
均
一
〇
〇
〇
円
の
実
現
を
！

　

最
低
賃
金
制
度
は
、「
低
賃

金
労
働
者
の
労
働
条
件
の
改
善

を
は
か
り
、
労
働
者
の
生
活
の

安
定
」
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
二
〇
一
〇
年
の
政
労
使

に
お
け
る
雇
用
戦
略
対
話
で

は
、
成
長
率
の
前
提
条
件
が
あ

る
も
の
の
「
二
〇
二
〇
年
ま
で

の
目
標
と
し
て
、
で
き
る
限
り

早
期
に
全
国
最
低
八
〇
〇
円
を

確
保
し
、
全
国
平
均
一
〇
〇
〇

円
を
め
ざ
す
」
合
意
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

時
給
一
〇
〇
〇
円
は
高
い
よ

う
で
す
が
、
一
週
間
に
四
〇
時

間
、
年
間
二
〇
〇
〇
時
間
働
い

て
も
、
年
収
二
〇
〇
万
円
の
い

わ
ゆ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
層
か

ら
脱
却
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
七
〇
〇
円
へ
も
う
一
歩
！

　

今
年
の
最
低
賃
金
審
議
で
は
、

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
に
お
け

る
目
安
額
が
四
円
（
新
潟
を
含

む
Ｃ
ラ
ン
ク
）
と
さ
れ
る
中
で
、

目
標
と
す
る
全
国
最
低
八
〇
〇

円
ど
こ
ろ
か
、
全
国
平
均
七
三

七
円
（
二
〇
一
一
年
値
）
に
程

遠
く
、
七
〇
〇
円
台
に
も
届
い

て
い
な
い
現
在
の
六
八
三
円
を

い
か
に
段
階
的
に
引
き
上
げ
る

青年委員会第24回総会
と　き　11月10日（土）15：30～
ところ　新潟市・
　　　　万代シルバーホテル

女性委員会第24回総会
と　き　11月17日（土）13：30～
ところ　新潟市・
　　　　万代シルバーホテル

第21回ユニオントップスタディ

日　時　11月22日（木）午後１時30分～
（受付：午後１時より）

　　　　11月23日（金）午前11時00分
場　所　岩室温泉
　　　　　「ホテルゆもとや」
内　容　検討中
　　　　※10月中旬に案内いたします。

公　　示

連合新潟第22回年次大会の開催
　連合新潟規約第19条に基づき、第
22回年次大会を下記のとおり開催し
ます。

日　時 2012年11月１日（金）
 13：30～16：00
会　場 新潟市・万代シルバーホテル
 ５階「万代の間」
付議事項
・2012年度活動報告
・2012年度財政報告ならびに　
会計監査報告

・2013年度活動計画（案）
・2013年度予算（案）

その他  大会終了後、５階昭和の間
においてレセプションを開
催します。

か
を
視
野
に
審
議
し
て
き
ま
し

た
。

　

連
合
新
潟
の
二
〇
一
二
春
季

生
活
闘
争
に
お
け
る
中
小
労
組

賃
上
げ
率
（
回
答
妥
結
）
は
規

模
計
で
加
重
平
均
一
・
六
三
％

で
あ
り
、
こ
れ
を
現
在
の
最
低

賃
金
額
に
乗
じ
る
と
約
一
一
円

と
な
る
こ
と
や
、
生
活
保
護
費

と
の
乖
離
は
新
潟
県
で
は
逆
転

現
象
こ
そ
起
き
て
い
ま
せ
ん
が
、

県
内
の
労
働
者
の
約
三
五
％

（
推
計
値
）
を
占
め
る
新
潟
市

に
限
定
し
て
の
比
較
で
は
、
生

活
保
護
費
と
新
潟
県
最
低
賃
金

が
逆
転
し
て
い
る
現
状
な
ど
を

も
と
に
、
粘
り
強
く
折
衝
を
行

っ
て
き
た
結
果
、
労
働
者
側
と

使
用
者
側
の
主
張
は
平
行
線
の

ま
ま
で
し
た
が
、
労
働
者
側
の

主
張
ど
お
り
の
公
益
見
解
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

　
最
低
賃
金
を
守
ら
せ
よ
う
！

　

県
内
で
最
低
賃
金
六
八
九

円
未
満
の
労
働
者
は
、
全
体
の

二
・
八
％
前
後
と
推
計
さ
れ
ま

す
。
最
低
賃
金
以
下
で
労
働
者

を
雇
用
し
て
い
る
場
合
は
、
最

大
で
一
人
あ
た
り
月
五
〇
万
円

以
下
の
違
反
料
が
科
せ
ら
れ
ま

す
が
、
毎
年
違
反
が
新
潟
労
働

局
に
よ
っ
て
摘
発
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ア
ル
バ
イ
ト
や
試
用
期
間
と

い
っ
た
場
合
で
も
最
低
賃
金
が

適
用
さ
れ
ま
す
か
ら
、
違
反
を

見
つ
け
た
時
は
、
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署
か
、連
合
新
潟
・

各
地
域
協
議
会
へ
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

僕
は
八
月
三
日
か
ら
六
日
ま

で
、
広
島
に
平
和
を
勉
強
し
に

行
き
ま
し
た
。

　

原
子
爆
弾
を
落
と
さ
れ
て
壊

れ
た
原
爆
ド
ー
ム
を
見
て
平
和

っ
て
大
切
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

千
羽
鶴
を
家
族
や
ダ
ン
ス
教

室
の
み
ん
な
に
折
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
僕
も
お
り

ま
し
た
。
な
ぜ
、
千
羽
鶴
を
持

っ
て
行
っ
た
か
と
い
う
と
、
原

爆
の
犠
牲
者
の
た
め
で
す
。
原

爆
ド
ー
ム
周
辺
に
は
像
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
白
血
病
の
た

　

上
越
地
協
は
八
月
二
〇
日
、

翌
二
一
日
に
は
柏
崎
地
協
が
平

和
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
未
曾
有
の
災
害
と
な

っ
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年

五
カ
月
が
経
過
し
、
メ
デ
ィ
ア

●　こんな連合のサービスがあります　●
連合新潟ホームページを活用しよう

連合新潟と顧問契約をしている社労士・弁護士が皆さんの相談に対応
します。
トップ画面→相談はこちらへ→何でも労働相談ダイヤルをクリック
・社労士相談票→大縫社会保険社労士事務所
　　相談分野（社会保険・労働保険・人事労務管理・年金相談
　　　　　　　ワークライフバランス・その他）
・法律相談票→弁護士法人　新潟第一法律事務所
　　相談分野（労働相談・交通事故・金銭問題・相続関連・離婚
　　　　　　　消費者被害・不動産関連・刑事・その他）

「労働条件実態調査」
「地域ミニマム運動」賃金実態調査
　　　連合新潟発第194号・195号（７/31）参照
　　　提出期限：10月５日（金）必着

・労働条件、賃金実態の把握で県内労働者の底上げを！
・来年の春季生活闘争要求の重要な指標となります。

平
和
の
大
切
さ
を
思
う

地
協
主
催
の
平
和
集
会
か
ら

復
興
・
再
生
へ
今
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

新
潟
市
西
区
山
田
小
学
校
５
年　

小
林
　
　
由

め
、
一
二
歳
で
亡
く
な
っ
た

佐
々
木
貞
子
さ
ん
の
死
を
悼
ん

で
全
国
の
少
年
少
女
た
ち
の
募

金
で
建
て
ら
れ
た
像
に
鶴
を
か

け
て
き
ま
し
た
。

　

と
て
も
悲
し
か
っ
た
け
ど
、

と
に
か
く
僕
は
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
学
び
、
原
子
爆
弾
の
怖
さ

も
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
平
和
で
戦
争
も

せ
ず
、
ケ
ン
カ
や
い
じ
め
、
強

盗
や
殺
人
も
な
く
し
て
す
ば
ら

し
い
き
れ
い
な
地
球
を
作
り
た

い
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
み
ん
な
に

呼
び
掛
け
て
、
世
界
の
み
ん
な

で
悪
い
こ
と
を
な
く
し
て
い
か

な
い
と
だ
め
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
す
れ
ば
、
こ
ん
な
爆
弾

を
落
と
し
て
命
を
奪
う
こ
と
は

し
な
い
と
思
い
ま
す
。

等
の
情
報
も
少
な
く
な
る
中
、

被
災
地
の
復
興
・
再
生
は
道
半

ば
で
あ
り
、
大
災
害
を
過
去
の

も
の
と
し
て
風
化
さ
せ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
「
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
と
再
生
」
〜
い
ま

私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
〜
と
題

し
た
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
二

会
場
と
も
、
連

合
宮
城
大
崎
地

協
事
務
局
長
の

後
藤
完
也
さ
ん

と
、
同
仙
南
地

協
事
務
局
長
の

佐
竹
一
則
さ
ん

を
お
招
き
し
ま

し
た
。

　

震
災
発
生
当

時
の
被
災
状
況

や
そ
の
後
の
連

合
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
取
り
組
み
、

そ
の
行
動
で
繋

が
っ
た
人
と
人

と
の
絆
、
現
在
の
復
興
状
況
等
、

画
像
を
交
え
た
リ
ア
ル
な
講
演

に
参
加
者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
カ
ン
パ
活
動
を
行

い
、
上
越
会
場
で
六
八
、
三
四

七
円
、
柏
崎
会
場
は
五
二
、
五

四
五
円
が
集
ま
り
、
復
興
・
再

生
へ
の
思
い
と
共
に
連
合
宮
城

へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

今
の
状
況
は
、
生
活
・
雇
用
・

産
業
・
が
れ
き
処
理
な
ど
中
長

期
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

被
災
地
生
産
品
等
の
消
費
、

復
興
・
再
生
に
取
り
組
む
地
域

へ
の
観
光
が
、
い
ま
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
で
す
。

知事選挙は　　　
現職『支持』を決定

　
連
合
新
潟
は
、
八
月
二
九
日
に
開
い
た
第
一
〇
回
執
行

委
員
会
で
、
県
知
事
選
挙
に
お
い
て
現
職
の
い
ず
み
だ
裕

彦
氏
を
「
支
持
」
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
県
知
事
選
挙
は
、
一
〇
月
四
日
告
示
、
二
一
日
投
開
票

で
行
わ
れ
ま
す
。

　
再
選
に
向
け
た
支
援
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調査実施中

ご協力をお願いします

 １日 第17回構成組織・第21回
  地協女性代表者会議
  第５回女性委員会
 ７～10日 平和行動in根室
 10日 第１回役員推薦委員会
 11日 第11回四役会議
  三役懇談会
 15日 第22回勤労者駅伝大会
 18日 第５回政策委員会
 21日 第11回執行委員会
 22日 第５回地協代表者会議
  青年委員会第17回ユースラリー
 25日 第５回組織財政確立検討委員会
 28日 朝街宣



※お届け出来ないエリアもありますのでご了承ください。
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政策の実現に向けて意見交換

まとめを報告する古田女性委員会事務局次長

生活できる賃金を訴えデモ行進

協賛団体がリレートークをしました

連　　　合　　　新　　　潟

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）
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百
日
紅
や
向
日
葵
が

青
空
に
映
え
て
い
る

そ
の
傍
に
コ
ス
モ
ス

が
咲
き
始
め
た
。
久

し
ぶ
り
に
里
山
を
歩

い
た
ら
萩
も
咲
き
始

め
、
す
す
き
の
穂
も

伸
び
て
い
た
。
暑
い
日
が
続
く

が
秋
の
気
配
は
感
じ
る
。
熱
帯

夜
が
続
く
中
、
明
け
方
は
虫
の

音
が
に
ぎ
や
か
だ
。
暦
の
上
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
季
節
は
ゆ
っ

く
り
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
移
動
し

て
い
る
。
確
実
に
巡
り
来
る
、
予

想
通
り
の
季
節
を
待
っ
て
い
る

時
間
も
ま
た
平
和
な
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
夏
は

吹
雪
く
季
節
さ
え
恋
し
い
と
思

っ
た
。
わ
が
ま
ま
極
め
り
。

少
し
は
反
省
し
、
今
を
謳
歌
し

て
い
る
虫
の
音
を
ゆ
っ
く
り
鑑

賞
す
る
こ
と
に
し
た
。 

美　 土曜相談会 10月は13日に開催

もう一度食べたい！ この逸品

うちの町のＢ級グルメ⑱
 西蒲区発

西蒲名物「カリーナ」復活
　昭和40年から60年代に一大ブームを巻き起こした「ラーメンタ
カノ」のオリジナルメニューの「カリーナ」が、巻鯛車商店街の
企画で蘇りました。
　三条名物のカレーラーメンは
ブームですが、この「カリーナ」
は焼そばにカレーをかけた衝撃
の味です。
　新潟市巻地区の30～50代の方
なら、一度は食べたであろう「カ
リーナ」。期待を裏切らない想
像通りの味です。
　巻町鯛車商店街の10数店舗が参加し、懐かしい味を提供してい
ます。
　懐かしい味を求める方、はじめての味覚を体験したい方は、百
聞は一食に如ず。召し上がれ。

　　　［萬　屋］　　新潟市西蒲区巻甲2911
　　　　　　　　　　　　　Tel 0256-72-2361

（連合新潟地協 西蒲連絡会　中澤　薫）

８月のホームページ・アンケート結果発表
質問： 　最低賃金（時給）1,000円は高いと思いますか。
　2012年度の「新潟県最低賃金審議会」の審議が終了し、現
行683円から６円引き上げて689円とすることに決定しました。
10月５日からその効力を発揮します。しかし、689円で年間
2,000時間働いても年収137万円にしかなりません。連合は豊
かに人間らしく暮らすためにも少なくとも時給1,000円を求
めています。
　９月のHPアンケートは、男女間格差に関する質問です。

課
題
を
共
有
し
政
策
実
現

連
合
・
新
潟
県
議
会
議
員
懇
談
会

　

連
合
新
潟
は
地
方
行
政
へ
労

働
者
の
意
見
を
反
映
し
、
安
心

し
て
働
き
暮
ら
せ
る
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
新
潟
県
議
会
や

市
町
村
議
会
に
お
い
て
、
議
員

を
推
薦
・
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
的
に
推
薦
議
員

と
意
見
交
換
を
行
い
、
そ
の

時
々
の
課
題
を
共
有
化
し
、
一

緒
に
取
り
組
み
を
進
め
て
き
て

お
り
、
八
月
二
二
日
に
は
「
第

四
回
連
合
新
潟
県
議
会
議
員
懇

談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

齋
藤
会
長
は
「
連
合
は
『
復

興
・
再
生
に
全
力
を
尽
く
し
、

働
く
こ
と
を
軸
と
し
た
安
心
社

会
に
つ
な
げ
よ
う
』
を
ス
ロ
ー

件
そ
れ
ぞ
れ
の

担
当
者
か
ら
は

「
二
〇
一
三
年

度
新
潟
県
予
算

に
関
わ
る
施
策

要
望
書（
案
）」

な
ら
び
に
「
二

〇
一
二
年
度
新

潟
県
最
低
賃

金
」
に
つ
い
て

説
明
し
、
県
議

会
議
員
か
ら
は

県
要
望
と
し
て
、

「
東
部
産
業
団

地
の
問
題
点
」

「
北
東
ア
ジ
ア
と
の
物
流
拠
点

課
題
」「
魚
沼
基
幹
病
院
の
運

営
課
題
」「
高
齢
者
福
祉
計
画

の
策
定
」「
医
師
・
看
護
師
不
足
」

「
障
が
い
者
雇
用
率
の
確
保
」

「
労
働
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
継
続

作
成
」
や
「
男
性
の
育
児
休
業

率
の
上
昇
」
な
ど
に
つ
い
て
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

労
使
間
だ
け
で
解
決
で
き
な

い
課
題
も
多
く
、
連
合
新
潟
の

関
係
議
員
と
連
携
し
な
が
ら
、

政
策
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

休
暇
制
度
を
利
用
し
や
す
い

　
　
　
環
境
づ
く
り
が
必
要

　
　
女
性
委
員
会
事
務
局
次
長

古
田
小
綾
香
　

（
電
機
連
合
）

　

女
性
委
員
会
は
九
月
一
日
、

新
潟
市
内
で
一
九
人
が
参
加
し
、

第
一
七
回
構
成
組
織
・
第
二
一

回
地
協
代
表
者
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
休
暇
制
度
に
つ
い

て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

職
場
で
の
認
知
度
不
足
で
取

得
率
の
低
い
休
暇
制
度
が
ま
だ

多
く
あ
る
こ
と
も
、
今
後
の
課

題
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
超
高
齢
化

社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
更

な
る
休
暇
制
度
の
充
実
や
、
利

用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
は
、

必
要
不
可
欠
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

　

今
回
も
非
常
に
活
発
な
意
見

交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
中
に

は
、
民
間
企
業
の
休
暇
の
充
実

「アジア・アフリカ救援米」稲刈り
実りの秋を体験し、絆を深めよう

上越地協　９月９日（日）10：30～
県央地協　９月30日（日）９：30～

参加希望者は上記地協に連絡下さい。
詳細をご案内します。

連合新潟推薦予定候補者
10月の自治体選挙

阿賀野市議会議員選挙
選挙日 2012年10月21日（日）

近山　修
（ちかやま　おさむ）

無所属　新人　58歳　JP労組出身

ぶ
り
に
対
し
、
公
務
職
に
従
事

さ
れ
る
方
か
ら
は
驚
き
の
声
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
産
別

間
の
取
り
組
み
の
特
色
や
工
夫

を
知
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
良

い
刺
激
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
家
庭

や
職
場
内
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
、
一
人
で
は
な
く
、
み
ん

な
で
改
善
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
確
認
し
合
い
、
終

了
し
ま
し
た
。

　

七
月
一
二
日
、
北
海
道
と
沖
縄
を
ス
タ

ー
ト
し
た
「
反
貧
困
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
二

〇
一
二
」
は
、
一
〇
月
二
〇
日
東
京
の
ゴ

ー
ル
を
目
指
し
進
行
中
で
す
。

「
人
間
ら
し
い
生
活
と
労
働
の
保
障
を
求

め
て
、
つ
な
が
ろ
う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
新
潟
県
内
で
は
八
月
八
日
か
ら
一
一

日
ま
で
の
日
程
で
各
市
町
村
を
回
り
、
街

宣
・
要
請
行
動
・
集
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
は
新
潟
県
労
福
協
の
構
成
組

織
と
し
て
各
地
協
と
協
力
し
、
役
割
を
担

っ
て
き
ま
し
た
。

　

八
月
一
一
日
の
弁
天
公
園
で
開
催
さ
れ

た
新
潟
集
会
で
は
、
猛
暑
に
も
か
か
わ
ら

ず
連
合
加
盟
の
組
合
員
を
は
じ
め
約
二
〇

〇
人
が
参
加
し
、
主
催
者
の
新
潟
県
労
福

協
・
山
田
専
務
理
事
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

協
賛
団
体
に
よ
る
リ
レ
ー
ト
ー
ク
、
集
会

ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
、
デ
モ
行
進
を
行
い

新
潟
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

今
年
に
入
り
貧
困
問
題
は
表
面
化
さ
れ

ま
し
た
が
、
一
向
に
改
善
さ
れ
ず
に
閉
塞

感
が
漂
う
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
も
、

再
度
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
行
な
お
う
と
の
声

が
高
ま
り
、
四
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

新
潟
市
内
で
集
会
開
催

反-貧困全国キャラバン2012

ガ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
雇

用
を
中
心
に
安
心
の
五
つ
の
橋

（
雇
用
・
家
族
・
教
育
・
失
業
・

退
職
）
を
架
け
る
社
会
を
目
指

し
て
い
る
。
政
府
が
進
め
る
社

会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
は
連

合
の
方
針
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お

り
、
積
極
的
に
推
進
す
る
べ
き

だ
が
、
低
所
得
層
に
配
慮
し
、

富
裕
層
へ
の
減
税
措
置
は
見
直

さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

国
政
選
挙
に
つ
い
て
は
年
内
も

視
野
に
入
れ
て
、
民
主
党
を
基

軸
に
現
職
を
中
心
に
支
援
し
て

い
く
方
針
は
変
わ
ら
な
い
。」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
の
政
策
、
労
働
条


